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群馬県桐生市内の公立A中学校 1年生 2学級の生徒 77名（男子 38名、女子 39名）、前橋市内の
公立 B中学校 1年生 4学級の生徒 167名（男子 83名、女子 84名）、高崎市内の公立 C中学校 1年生
4学級の生徒 146名（男子 72名、女子 74名）を被験者とした。被験者を、学級単位で「評価クラス」
「無評価クラス」のいずれかに割り当てた。
２．３ ?のこびき」実験授業
各中学校のでの「のこびき」の実験授業は、1997年 12月から 1998年 2月の間で、表 1に示す流




















































































































114 加 藤 幸 一・安 藤 和 之・新 保 和 孝・市 川 一・関 口 満
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